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京都市では，２Ｒと分別の徹底を柱とした，ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」と，昭和５５年から京都大学と連携して毎年実施している「ごみ細組成調査

（成分及び使用用途の調査）」をごみ減量の取組の「基盤」としています。

使い捨てプラスチックの削減を推進するためには，市民や事業者の皆様はもとより，観光都市・京都にお越しになる観光客の皆様の「意識向上」のため，

２Ｒ行動ガイド「しまつのこころ得」の発行・周知や，修学旅行生に「環境にやさしい京都エコ修学旅行」の取組を広めていただいています。

今後，これまで取り組んできたレジ袋有料化やイベントのエコ化等の取組に加え，「マイボトル利用機会の拡大」に注力していくなど，使い捨てプラスチック削減に向け

た取組の「実践」を強力に推進します。

分類
減らす・広め
る・伝える

団体
名

京都市

取組名称 京都市版プラスチック・スマート

詳しくは・・・ 1

基 盤 ①ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」及び「ごみ細組成調査」
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京都市では，平成27年10月からごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」を施行し，重点的に取り組む6つの分野（①ものづくり，②食，③販売と購入，④催事

（イベント等），⑤観光等，⑥大学・共同住宅等）において，政令市で初めて２Rに関して幅広く，市民・関係事業者等に実施していただく２９の取組（別添参

照）について，実施義務・努力義務を定め，市民・事業者の皆様との協働で取組を推進しています。その結果，市のごみ量はピーク時の年間82万トン（2000年

度）から半減の41万トン（2017年度）まで減量が進んでいます。また，食品スーパーでのレジ袋有料化の全市展開（217店舗・面積カバー率96%（平成30年

12月末時点））などの取組により，「レジ袋排出量」はピーク時の5,200トン（約5億枚，200年度）2,700トン（約3.2億枚，2017年度）まで削減

（△48%）が進んでいます。このようなごみ減量や総エネルギー消費量の削減などの地球温暖化対策等が高く評価され，「全国市区・サステナブル度・SDGs先進度

調査」（日本経済新聞）では，京都市が総合ランキング首位に選ばれました。

また，ごみの細組成（成分及び使用用途）の調査を昭和55年から京都大学と連携して毎年実施しており， その分類品目は，プラスチック類だけでも100種類近

くあり，全体では300種類以上にも及びます。このデータをもとに，本市におけるごみ減量施策の検討・展開やごみに関する目標（レジ袋排出量やプラスチック製容器

包装の分別実施率，食品ロス削減量等）の設定に活かしています。また，容器包装類が容積比で家庭ごみの６割以上を占めている等の調査結果は，容器包装リ

サイクル法の制定時の根拠資料に活用されたほか，国における食品ロス排出量の推定に活用されるなど，食品リサイクル法の推進にも貢献しています。

分類
減らす・分け
る・戻す・伝
える・広める

団体名 京都市

取組名称
【代表的な取組①：基盤整備】
ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例※」及び「ごみ細組成調査」

※「京都市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例」の愛称

詳しくは・・・ http://kyoto-kogomi.net/about2r/
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別添資料

■ 関係事業者等の皆様に「実施に努めていただく取組」（努力義務：２１項目）■ 関係事業者等の皆様に「実施していただく取組」（実施義務：８項目）
市民の皆様に「実施に努めていただく取組」（努力義務：８項目））

条例に基づいて関係事業者・市民等の皆様に実施していただく取組

使い捨てプラスチックの２Ｒ及び分別・リサイクルに係る内容

凡例



京都市では，市民や観光客の皆様に２Ｒ（リデュース（発生抑制），リユース（再使用）に取り組んでいただくため，暮らし，宴会，観光

の行動場面別に，ごみ減量の実践内容を分かりやすく取りまとめた２Ｒ行動ガイド『しまつのこころ得』を作成・配布しています。例えば，暮の巻に

おいて，Ｎｏレジ袋の取組を紹介するほか，旅の巻においては，アメニティグッズ（歯みがきセット等）の持参など使い捨て製品の使用抑制を呼

び掛けています。また，外国人観光客向けとして３編合同の外国語版（英語，中国語，ハングル）も発行し，宿泊施設等に配布しています。

さらに，この３編に続く新シリーズとして，マイバッグ・マイボトル携帯など使い捨てプラスチックの削減に向けた具体的行動を掲載した「プラスチックご

み編」を作成し，地域学習会「しまつのこころ楽考（がっこう）」（年300回程度開催）等の市民啓発の場で活用するほか，スマートフォンサイ

ト・本市HPでの情報発信など，国内外の観光客に対しても啓発を進めていきます。

分類 伝える・広める
団体
名

京都市

取組名称
【代表的な取組②：意識向上】
２Ｒ行動ガイド「しまつのこころ得」の作成・配布

詳しくは・・・ http://kyoto-kogomi.net/?post_type=downloads
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「しまつのこころ得」
英語版

２Ｒ行動ガイドブック「しまつのこころ得」
（左から暮の巻，宴の巻，旅の巻）



京都市は，全国の中学生の修学旅行生の約７割もの皆様に訪れていただいており，年間約1１0万人以上もの小・中・高の修学

旅行生にお越しいただいています。これらの修学旅行生を対象に，修学旅行中に「①エコバッグを携帯し買い物時にレジ袋や紙袋をもら

わず，できるだけ簡易に包装された商品を購入すること」のほか，環境にやさしい取組（②歯ブラシ等のアメニティグッズの持参・使用，

③食べ残しの削減）を実践していただける学校を募集し，本市のオリジナルエコバッグやこの３つの取組の効果等を紹介する事前学習

のしおりを提供（上限2万枚，先着順）しています（平成29年度実績：233校）。また，この３つの取組に加え，観光地での清

掃活動やマイボトルの持参等，独自に優れた取組を実践いただいた学校には，表彰のうえ記念品を贈呈し，取組内容をホームペー

ジ等で広くPRする等，観光面での２Rの取組として全国に発信し，環境にやさしい取組の輪の拡大を図っています。

分類 伝える・広める
団体
名

京都市

取組名称
【代表的な取組③：意識向上】
環境にやさしい「京都エコ修学旅行」

詳しくは・・・ http://kyoto-kogomi.net/
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オリジナルエコバッグ 事前学習のしおり 取組の表彰事例

修学旅行中のエコな取組をまと
めたはがき新聞による情報発信



京都市では，平成27年度からマイボトル利用可能店舗を「マイボトル推奨店」として登録（H30.12末時点241店舗）し，

「推奨店MAP」としてホームページ等に掲載したり，店舗用のステッカーやポスターを配布するなど，広報面も含め，取組の支

援・サポートを行ってきました。

今後は，コーヒーショップとコンビニエンスストアだけでなく，ファーストフード店も含めて，マイボトル推奨店の拡大を図っていくこ

とに加え，公共施設での給水スポットをマイボトル推奨店MAPに網羅するなど，マイボトル利用機会の更なる拡大に努めます。

また，市バス・地下鉄の車内広告や，旅館・ホテルや観光地等へのQRコードの設置により，マイボトル推奨店舗等を市民・

観光客の皆様に対して広く情報発信していきます。

分類
減らす・伝え
る・広める

団体
名

京都市

取組名称
【代表的な取組④：実践】
マイボトル利用機会の拡大

詳しくは・・・ http://kyoto-kogomi.net/mybottle/#mybottle03
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マイボトル推奨店MAP


